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開墾小舎からのバードウォッチング

私と野鳥とのつきあいは，忍が

この根室iiと呼ばれる原野4こ移住し

たのが1932年だったから， もう

ちょうど60年ということになる。

その頃の慣拓移民の住居というも

のは，その付近の森から佼り出し

た生木（なまき）を，皮を剥ぐこ

ともむく柱にし，それをまた生木

の板で座った上に， トド7 ツの原

木を縦に薄く裂いたき~J征（つきま

さ）で屋根を葺いただけの，文字

通りの堀っ建て小舎であった。現

今はやりのロクツ、ウスとか，木造

りの家といえば格好も聞こえもい

占

－ 

永田洋平

学絞のカラマツの枝に営巣したベニマシコ

いが，その頃の移民の開拓小舎とも呼ばれた掘っ建て小舎は，常識では到底考えられない桓維

な作りで，無数に開いた板の節孔や透き間から濃霧や風雨や吹雪が容赦なく吹き込むなどして，

数年と経たぬうちに大方の柱から樹皮が剥，1落ちてしまうものだった。
しかし，こうした未開地での生活は，当時はまわりの開拓者といい，移民がみなそうであっ

たせいもあってか，私たちにはそれほと苦にはならなかった。とL、うより，むしろそうであっ

たがゆえの大きな楽しみもかなりあったのである。怠の出身地である富士の梶野は，名うての

野鳥の楽重であったが，そこよりさらに種も数も圧倒的に多かったのが，この根鍋辰野であっ

たからだ。屠ながらに，というよりこの粗悪な小舎そのものが，自然をのぞく素晴らしいプラ

インドであった。この小舎のまわりで営巣した鳥は，当初アオジやピンズイやキピタキのほか

に，アカゲラやコゲラといったキツツキ仲間だったが，森やプッシュがひらけていくにつれて，

ヤマシギやオオジシギやエゾライチョウといった地上性の鳥たちの巣なども普通にみられるよ

うになり，次いでノコ’7やエゾセンニュウやコルリといった鳥たちの姿が自のあたりにみられ

るようになっTこ占キγツキの仲間では，アカゲラやコゲラのほかに，コアカゲラやオオアカゲ

ラなどが毎年のように飛来したが，長い冬の明ける 3月の初旬から中旬にかけて，きまってク

マゲラが姿を現した。そしてほとんど直線的に森からとんできではその都度，激しい爪音をた

てて小舎の屋根にとりついた。ほかでもない，この開墾小舎が窮者直しはじめた頃から，キツツ

キの飛来が増え出し，ついにクマゲラの登場となったのである。最初にまず量根の柾をつつき

壊し，次いでその屋根柾を支えている棟木の皮を剥がして，そこから虫のサナキ・ゃ卵をくわえ

出すという寸法であるコ

数度だけではあったが，このク 7ゲラが，まだ家中が床に入っている早朝にやってきて，屋
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摂の孔から木宥や柾の破片を大量に都墨にふりまいていったことがあった。掘っ建て小舎には

もともと天井などなかったから．その真下に寝ていた弘たちは，枕もとといわず，布団の上と

いわず，もろにこの破片を被ってしまった。しかしこのとき，その屋根の孔の開け口から， じ

っと下の綾子を怪請な顔つきまで見下ろしている当のクマゲラの面彫と』あの瞬くたびにみせる

白く美しい媛が，素晴らしく印象的でさえあったのを，今でもはっきり台覚えている。

こうして今日にして振りかえれば，昭和初期の頃のこの掘っ建て小舎での生活は，暮しむき

はまったく苛警のーァ藷につきたが，その反面では，またこれほど充実した日々とてなかったよ

うにも思える。

弘が現在わる温泉街の小学校（そーの頃国民学校と呼んだ）に赴任したoJli，リi9~2 年の春で
あったが，ちょうどその頃は太平洋戦争のはじまったばかりのことで，世はまさに戦争一色。

衝はもとより原野の分教場でも，男の子は木銃を，女の子は白鉢巻に蓬万といういでたちであ

った。しかしその一方では，当時としてはまったく予想外とも云える「自然の観察」という教

科が4年以主主D学年に課されていた。各教室の出入口近くか教卓の績にその観察ノートが必ず
内世づっうりー下げらーれ云ぃτーそ~Iこ吾が京ゃ学校hまわりの，あるがままの自然やその季節
の移り変りの生きものの綾子などを書き込むことになっていた。そこには都会（その当時の〕

では観察することので長なし野鳥の営巣や，その環境や，あるいはまた河川へのサヶ・ 7 スな

どのそ上やその産卵の毒子などが，克明iこそ‘れもエネルギフシュに書き込まれていたものであ
るd弘のいた学校の教室の直ぐ窓7下1こもアオジやノコ＇ 7 やエゾムシクイが巣作りをしたし，ま
たそこから 100メートルほど先を流れている川の土手では巣孔に通うヤ7-eミの姿がみえたが，

そう．したこ．とが少しの誇張も粉飾もなく細やかに鍍られていて，ともすれば戦争のとげとげし

さ仁沈みがちな心を和らげられたことさえあったことをよくおぼえている。

学校でのバードウォヲfングといえば，もうすでに廃校になってしまったが，阿寒国立公重
の南（釧路側）の入口付近の道路ぎわに徴別（てしベつ）小学校があョた。その校舎の周囲に

は，望校時にPT Aの人たちによって植えつけられた数十本にも及ぶエゾヤ7 ザクラがあり，

毎年初夏の7月ともなると，枝もたわわにつぶらな実をつけ，時期になると，これもまた数百

羽にも及ぶアオバトがそこに群れ集ってきでは，それを啄みながら，終日あの異様なアオー・

アオーの大合唱を繰り広げていたものである。教室の窓という窓がみな開かれていて，授業中

の教衝と児童たちの姿がよくみえたが，その数メートルと離れていない窓の矩形の空間にも好

物のサクランポにすがるアオバトの婆が大きくスイングしていた。子どもたちにもアオバトに

も，不思議なほど緊張感とか違和感というものはなかっfこ。

今わたしの住まっている衝なかの家の，裏手の窓からほんの目と奥の先のアキニレの木に，

数年前にアカゲラの穿った小さな巣孔がこちらに向いて開いている。アカゲラが1ヶ月以上に

もかけて孔を穿ち，それが出来上るころ，渡ってきたばかりのニュウナイスズメに奪取され，さ

らにコムクドリに占拠されるといったまさに建設と破墳と修復と略取を重ねてきたいわくっき

の巣孔である。今年もアカゲラが，その木の裏側に新しい孔を掘り始めている。何のことはな

い。恐らくはまた去年と同じパターンで争覇軍が繰り返されるだろうと思っている。動物の世界

では，同種聞には大方厳格なテリトリーという不文律があって，この規律はそうやすやすと乱

されるものではないが，このことは，また一方では異種間，つまり他の種にまでは及ばないの

である。

ふりかえると，北に移ってからの私の住み家は，開墾小舎といい，原野の学校といい，その

ものがブラインドでもあった。その美しい環境や自然の再現に意を注ぐことなど，いうまでも

なく至極当然のことのように思えたのである。
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第20田昌際鳥（類）学会議は，昨年 12月2～9日にかけて，ニュー

ジーランドのクライストチャーチにあるカンタベリ一大学で開催された。

日本カーらも 30数人が参加して， 1,500以上の研究発表が行なオオlむ今

回，伊藤基金による参加者も含め， 5人の方に印象記を寄せてもらった。

を放鳥する前段階として試みたコンドル （Vu-

.ltur gryphus jの放鳥計画。

J. Craigの協同繁殖についての講演は，

協同繁殖をめぐってこれまでに提出されたい

ろいろな理論を再検討したもので，血縁遷択，

包括適応度などの安易な適用を批判する内容

にもなっていた。もっともこの特別講演は，

話の内容もさることながら，かかわりのある

主要な研究者を何人かの「役者jが演じると

いう趣向も凝らされていておもしろかったc

P. Escalante によるカオグロアメリカムシ

クイ署についての講演は，電気泳動の結果や

羽色，骨格などの特徴から種分化の過程を再

構築したもので，単一の形震にかたよらない

研究方法と，結果の整理の仕方の明快さがき

わだっていた。

H-Weimerskirchらによるワタリアホウ

ドリの行動追跡は，抱卵期の雄の採食行動に

ついて報告したもので， 1回の祭食行で3β∞～
15,000kmも移動することなどを明らかにし

た。 T.C. Grubbらによる種間競争について

の講演は，栄養状態が風切羽』こ成長帯として

出ることを利用して，近縁種を除いた場合に

成長帯の需に増減が出るかどうかを報告したc

例数が少ないので結論は出せないようであっ

たが，新しい研究方法として注目されること

になるだろう。 M-P. Wal lace による希少

種カリフォルニアコンドルについての講演は，

まだ数の多いコンドルをカリフォルニアコン

ドルの放鳥予定地に放して，カリフォルニア

コンドルの放鳥後に予想される採食条件や事

政などを推定したものである2

芳広ロ樋
第20回国際鳥類学会議に出席して

海外で行なわれる冨際会議に出席する楽し

みは4つほどある。 l ）第一線で活躍してい

る研究者のすぐれた研究発表が聞ける， 2)

自分の研究を世界の研究者に広く知らせるこ

とができる， 3）同じ関心，翼味をもっ研究

者との交流を深めることができる， 4）開催

国の自然を見てまわるよい機会をもてる，の

4つである。第20回国際鳥類学会議を振り返

ってみて，その4つが忍にとってどうであっ

たかをのべてみたい。

講演数は I,500以上

まず，発表された研究内容であるが，今回

は講演数が特別講演，シンポジウム講演，口

頭発表，ポスタ一発表などすべて含めて1,500

件以上あった。分野は分類，生物地理，生態，

行重吉，音声，渡り，保護など，鳥類学のあら

ゆる分野にわたっており，そのそれぞれにバ

ランスよく相当数の発表があったように見え

る。私はおもに，生態，行動，保護関係の講

演を聞き，特別講演はなるべくすべて聞くよ

うにした。興味深い講演はいろいろあったが，

とくに印象深かったものとしては次のものが

あげられる。 J.Craigの協同家殖をめぐる

諸理論の検討と課題， P.Escalanteによる

分子レベル，形態上の特徴両面から見たカオ

グロアメリカムシクイ覆 （Geothlypis} の

種分化過程， H.Weimerskirchらによる人

工衛星を利用したワタリアホウドリ （Diome-

dea exulans）の行動追跡， T. C. Grubb 

らによる種間競争の存否を明らかにする新研

究法， M. P. Wal laceによるカリフォルニ

アコンドル （Gymnogyps califomianus ) 

。。
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ポスター莞表とラウンドテーブルに参加

弘自身は，ササゴイの投げ餌漁の起源と発

達についてポスタ一発表し，またラウンドテ

ープルで；人工衛星によるコハクチョウの渡

り追跡の結果を話しTこ。ササコイの投げ餌漁
．句会－

4こつtfては，熊本の水前寺会薗と米国，フロ
リダでの自分自身の観察結果に，文献中にあ

るいくつかの例を加えて，投げ餌漁の発達過

程を推定した結果を報告した。人が水面に落

した餌に魚が集まってくるのを見て餌を拾う

ことを始め，やがて，人が投げた餌がないと

きに小枝や糞などの自然物を疑似餌として使

うようになり，ついには，枝を二つに折ーって

疑似餌を作るまでになった，と：わう内容だっ

た。－ただし，人が釘ぞ与えない自然の条件の

中でj樹上から落ちてきた葉や昆虫に魚が反

応するのを見て，一部の「天才ササゴイjが

投げ箆漁を始めたー可能性もある，ーとものベて

おいた。 1

ササゴイが投げ餌漁などといつたことをす

ることを知らない人もももろ

つこういろいろな人がやつてきt：：.，， まfζ これ

まで4こ書いた関連の論文の別肩~Jを 4 種類，各

20怒ずつポスターの下においておいたが，

すべてなくなった。立ちっぱなしでτ何時間も

説明したので疲れたが，関心をもってくれた

人といろいろ話ができ，また関連のあるいく

つかの情報も得ることができたので有益であ

った。

ラウY ドテ：ープルはいくつかテー？を定め

たものがあったが，怠1)，.出席したのは，人工

衛星を

7ご。このラウンドテ一プJレでiま，衛星用の送

信穫の種類やその装着法などに多くの人の関

心が集まった。送信機の開発は，欧米でも行

なわれているが，今のところ日本で最も進ん

でいる。そうしたことから：日本で実施し

たコハクチョずの渡り追跡は，非常にま目さ

れるところとなった。同じ型の送信機を今す

ぐにでも入手したいという人が何人かいたし，

今後の共同研究を提案してくる人もいた。送

信穫を開発したNT Tの宣伝iこ行ったような

感じにもなってしまったが，この方面の研究

に強い菊心をもっ人が多いーのを実感した。

いろいろな出会い

会獄中，講演や発表の場以外でたくさんの

人と也会い，話す機会をもつことができた。

1986年から 1988年まで滞在していた米国，

ミシガン大学の友人，知人との再会は，とく

にうれしかった。また，今春，インドからソ

連に渡るツルを共同で衛星追跡する予定にな

っているインドや米国の研究者， 5月に日本

のプナ林の烏を議ベiこ来る米昌の研究者，日

本の海鳥類の現状について問い合わせてきて

いたカナダの研究者などを，ゆっくり話し合

うことができたのは好都合だった。そうした

いろいろな相談をまとめてできる機会という

のは，なかなかないものである。

もうひとつ，近隣のアジア諸国の研究者と

の出会いも楽且しいものだ。地理的に近いとこ

ろにいるのでほかの会議でも会う機会がある

のだが，中冨，台湾，緯国，タイ，インドな

どの研究者は，休み時間や昼食時などにー絡

になることが多かった。もつをも日本の研究

者は，弘と 2' 3の人を除いては，あまりそ

の中に入ろうとはしていないようだった。忍

は日本の鳥類相や固有種の起源などに関心を

もっているので，かかわりのある国の研究者

には事極的に接することにしている。今回は，

，とくにインドやタイの研究者から，近縁種に

ついての情報を得たり，現地調査するさいな

どの注意を聞いておいた。

南の島へ

海外の学会に出席する最大の楽しみは，や

はりなんといってもエタスカーシヲンへの参

加だろう。今大会のエクスカーションは全蕊

で30ほどあり，地域，時期，期間などいろ

L、ろであっfこが，私はSouthernSouth Island 

.Tourというのに参加した。会議終了後， 8

日間の南方への旅だっfこ。参加者は 20名ほ

どで，米，芙，独5スウェーデン，豪，ニュ

ージーランドなどから集まっていた。日本人

は弘一人だった。

・この旅行では，オ7 ラマ近くのOhau湖，オ

タゴ半島，スチュワート島， 7"1ヨルド地形

のミル7，..ード・サウンドなどにでかけ，奈

や湖沼，海岸，島，海上などでさまざまな鳥

を見た6・とくに印象に残った烏としては，次
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特集・ニュージーランドでの IOC-

のものがある。オタゴ半島の繁殖地で見たシ 森で見笥きしたエリマキミツスイ （Pro-

ロアホウドリ ｛Diomedeaepomophora） や sthemadera novaeseelandiae）やニュージー

キンメベンギン （.Magadyptes-antipodes), ランドセY二ョムシクイ －rcerygonejgata) 

スチュワート島の人おじしない無飛力のクイ’ などである。

ナ，ウェカ (Gallirallus australis), ＜＇ツケン 1週間以上も朝から暁まで一緒にいて，鳥

ジー盆地のJII原にいた希少種クロセイタ や自然を見る楽しみを分かち合っていると，

カシギ （Himantopusnovaezelandiae）とく みな，自然に親しくなるものである。ニュー

ちばしが横に曲がったハシマガリチドリ （Ana- ジーうンドから帰ってきて~， 2・か月ほどになる

rhynchus fron {a/is). ミルフォード・サウ ’が，この旅行で一緒だった何人かのλとは，
ンドで氷河を背景に見たミヤマオウム （Nes・ ‘ －今も手薮で連絡をとり舎っているj

ror notabilis}, ミナミブナのすばらしい

元ー気 な 女性研究「者
- :- 立，こミ

？？？詰ぐで《.＿：：』七五；ごち；λヲムJ九二～ -?¥・_v 
7こくよ手五めな報11，ま： f也り4fi:がなミhる
，τ. ・:,,: .・ ・ー

jら‘しいのt；＇，忍l主浮会の横顔をいくりかご紹
；先2す．るずま示、霊前におどろLちをのーは・開会
ι 墨 、正月E 2・

＇~壬嘉x·り，qぞ人種差別反対デゼにあJたこ
主モ元士：~ナ－~rhク：そ警高7.－＇！－；王．ぶ一害対註す
るAときなどと再議；南ケからの参加者がある

;.-.-.! 三＇ . ，.，、冬士，＂－＂，・，. 宮

がらて，「喜三本会が社会的i二重要ーと認祭1きれ-r:
,,.. !, .- - ’,II: ••• •.;,-r. l‘戸・‘

Lイ石証拠でもあ子のだタうLs/!fぜこ平安f」
と面くらづ七， s国際感覚の不足－を盈めて忌ぃ

知らされた。 二.-< f ,.::.~ ',_: -~ 

Aわが学会でも増えJてきたが日女性研究者の
発表も多かった。欧米の研究者が中心だが，

アジアの研究者でも相対的に少ない感じでは

なかっTこ。日本からは音声研究の大庭さんと

海鳥の間さんが紅二点。鳥類群集の一般講演

の部会で怠のすぐ後に発表したインドネシア

の女性研究者は，弘同穣おとなしすぎて，ま

だまだ遠慮がち。

一方，すごく挑戦的な話し方をする人もい

た。ちょっと話し方の角をとったほうがよい

のではと，内容とは別のことが気になったり

したものの，後で彼女が赤ちゃんを抱いてい

るのをみかけて，そういえば，講演中もなん

となく「かあさんJの雰囲気があったと， 1 
才になる娘の父親として妙な共感を覚えてし

まっグこ。今大会でti，有料ながら託児所の案

内がなされていTこ。もしあったなら，ちょっと

のぞいてみれ」まよかっfこ。

一方で，内容は記載的で割合単調なのだが，

女性ならではのすごーく魅力的なし宇ベりかた

石 田 健

をした人や，岩からぶら下がっている写真で

聴衆のほほえみをさそった人なども印象的だ

っTこ。もちろん男性にも男性なりに，二とお

りの意味で自のさめるような話し方をする人

たちがいたが，元気な女性の発表Ii，疲れ気

味の頭に清涼感を与えてくれた。

宿舎で隣室だったアメリカの美人（忍の好

みという意味ではなく，例えばfダイナステ

ィ』にでてきたような）研究者は，大会の後

にオーストラリアのへロン島で数週間調査し

てから帰ると言っていた。また，後でリトル

バリアー島に同行ーしたカナダの女性研究者は，

大会前に 2～3週間，ニュージーランド北島

のキドナッパース卿の大コロニーでカツオド

リの調査をしてきたそうだ。冨際学会を機会

iここのようなスタイルで調査ができる，元気

な彼女たちがうらやましかった。そう言えば，

岡さんも同様にご活躍の様子だった。

いろいろな人と，片言の話をした。イギリ

スか合きた海鳥研究者は，船にからつきし弱

いので，調査は必死だと言っていた。どこに

も，そういう人1まいるもんですね。ケニアか
ら来た研究者は，日本では森林保護がとても

うまくいっているのだろうと，うらやましが

っていた。なんといっても，日本は自然に恵

まれている。ベルギーの研究者は，ここはイ

ギリス．と同じでつまらないと愚痴っていた。

私たちは，それも含めて，ニュージーランド

の自然を楽しんできました。
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一一特集・ニュージーランドでの Ioc 
「伊藤基金」始動一一助成第 1号受領者の声一一

今後の鳥学発要のため，国際鳥学会議へ若手研究者を派遣したう，外国の鳥学者を日本ヘ子召

轄する費弔を援助することを目的として， 4年前の 1987年，伊藤信義氏が 1,000万円を寄与

されたご会ではその趣旨を生かすため「伊藤基金」を創設し，その利子を運用することになヲ

た（詳しくは日本鳥学会誌36巻 2I 3号参照】。今回その第1号として，ニュージーランドで

有催されたI0 Cに発表する 3名の若手会員に助成金が出された。そこで基金運用開始を記念

して3氏に寄稿してもらったc

残念なことに伊藤氏は，この成果を見ないまま，昨年4月に逝去された。 3氏とる故人への

哀悼と感謝を述べられているが，誌面の叡合上各氏の原文中にあった次の言葉でその意を伝え

させていだだく。 . IO C ;;t世界の鳥類研究の現状と自己の位置を知る最良の場である 2

（江崎〕 ．日本人の冨際化が言至高に叫．まれている昨今，若手研究者の冨際学会参加そ促す伊

藻基金は，まさに当を得アニ企画であるa （中村） ．今でもへロン島にクロサギの謂査にいら

っし争った伊藤博士の元気な婆が回象に残っています0 （永田〕

道化役者にならないためには

中村雅彦

”イギjス以外でもっと乞イギリス的”と

称されるクライストチャーチで，忍；まイワヒ

バ）の径の複数雄との多国交尾戦略について

発表 Lてき七三発表自体；二そつなく二三しそ

っ毛りでが，質疑応答；z発表選fきシ EL、つ
当 t]S作戦~つには l 、かず自らの英会主力二

不足そ1電電里：..，ナこニ

空きたいと足を運λt：講演の多く：－；' !IJ.:に
雲際雑誌で発表された内容でつ’ニニ三金文毛本

で名前lま知っているが頚｛二知らなl、c 二人な

経験：：；.：日本人同志でもままあることナfが，外

冨の研究者ではなおさらである。し力し，フ

とだざ頚を覚え言葉を交わしたことが£れL;;f

論文を読むとき一宮身が：まいる 3

惨同望書殖，配偶者選釈と璽内宇E卵の講演が

興味深かった乞講演内容；主人によっけ0だが，

わかりやすい発表ほど印象に残った3 これ：手

当り前のことで日本の学会でも同穣であるつ

参加者の多くはやや漫然と発表を簡lている。

それを発表者の側に英語とプレゼンテーショ

ンで引き込む努力が必要であるc まずは日本

語できっちり自分の発表ができることc これ

なくしてはたとえ英語で発表しても理解され

なγし，派手なプレゼンテーションとほ裏腹

に内容がともなわなければただの道化役者に

なってしまう乞今回の参加で，そんなことも

学λだっ
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~竺4
サギの研究で奨学貨を受ける敏伊藤信義氏1198~手，

期待していた研究者に会えず残念

永田尚志

国際烏学会議の開催されたカンタベザー大

学構内には，クロウタドリ，ウタツグミ，チ

，フインチ， ヨーロァノ壬カヤクグリなどのヨ

ーロッパから移入された鳥が多く，寄宿舎の

ベランダ仁やってくるクロウタドリの騒母 L

い嶋うで，毎朝起こされましたっ同大学のキ

ャンパスは広く， 800人以上もの参加者を収

容できる寄宿舎を持ち，箱庭のような日本の

大学のキャンパスに籍を置く私には羨ましい

限りでした＝

主iJ！個体群生態学，配偶システム，鳥類群

集関係のシンポジウムの講演を中心に聴きま

したC DNA D:"iAハイプリダイゼーション

を用いた生化学的分類学については Ioc会
長Sibl自のプレナリー講演がありました。



特集・ニュージーランドでのIoc-
鳥類学に導入されたDNA DNAハイプリダ

イゼーだョン， ミトコンドリアDNAのマフピ

ング， DNA指紋法などの生化学的手法は適

用されるレベルが異なりますが，集団生物学一

的アプローチには必要なかっ強力な手法との

印象を受けました。欧米では予想通りDNAf旨

紋法は当然の技術として普及しているようで，

多くの研究者が利用していましTこ。しかし，

DNA指紋法を用いた研究発表で興味を引い

たのは，フルマカモメの精子関競争とアオヤ

マガモの地理的隔離と近親交配の2つのみで，

後は予想通りの結果をDNA指紋法で確認し

たに過ぎませんでした。ニュージーランドで

顎倦されたため， ヨーロヲパからの参加者が

予想より少なく，何人かの期待していた研究

者には会えませんでし元がJォ－示トラリァ
の鳥類群集構造，種分化など興味深い研究発

表を聴くことができたのは収穫でしfらまた，

ニュージーランドの陸棲鳥類相は貧弱でオウ

ムインコ類，ゴウシュウムシクイ類，オース

トラリアミツスイ類の適応放散したオースト

ラリアとはかなり異なっている印象を受けま

しTご。

日本人主催のシンポがうれしかった

江崎保男

前回のオタワの IOC(1986年）の報告を

忍は「言葉の壁」を嘆きながらも勇ましいこ

とを言って終わづたのだが（鳥学ニュース，-46:

20 ). 4年後の結果はどうであったか？「多

少進歩したとは思うものの，壁の厚さを改め

て思い知らされたJと言わざるを得ないのは，

恥ずかしい次第である。会議の最終日のパン

ケタトの折りにイスラエルのザハヴィさんが

「今回は英語圏の人達が非英語圏の人達のこ

とをちっとも考えないでし宇べるものだから

70%の講演しか理解できなかった」と語っ

てくれたのもなぐさめにしかきこえなかった。

以下，この前提で報告をせざるを得ないが，

演者が相手に理解してもらうために必要な努

力を払った講演は〔これが決して多くなかっ

たとの思いはザハヴ4さんの言うところと一

致している）ほほ理解できたつもりである。

シンポジウムは個体群を意議した一連のも

の，笛同繁殖F種間関係をテーマとしたもの

等，鳥類生態学の今後の進展に重要な役割を
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果Tこすと期待できそうなものに出た。若鳥の

行動と個体群のリクルートを関連づけたカモ

メの研究等面白いものも散見されたが．シン

ポジウムとしてのまとまりと迫力には欠け，

まだこれからの方向を模索している段階かな

と感じた。また，誇大広告としかいえない講

演もかなりあって，冨際会議は議議の場では

なく宣伝の場になっていると印象づけられた。

さて，今回私が最も気になったのは自分も

含めたI0 Cの中の日本人の影の薄さであっ

た。講演そのものはそんなにレベルが低いわ

けではないが，やはり議論の場に加われてい

ない。言葉の問題が大きいとは思うが，ーそれ

ばかりと決めつける訳iこは行かないだろう。

日本人研究者の論文が海外の冨際誌に発表さ

れることが珍しくなくなうた昨今だが，真の

国際化にはまだかなりの道のりがあると思う。

最後に山岸哲さんと橘川次郎さん（オースト

ラリア〉がは繁殖湾板選会行動Jのシンポジウ

ムを企画・運営したことを報告しておかねば

ならない。このシンポは日本人研究者の頭の

中にあるテーマが冨際会議の場で決して見劣

りするどころか，将来の研究の一方向を見事

に指し示しているといううれしい事実を教え

てくれた。これを日本の鳥類学竺真巧富際化

への突破口にできるような各人が努カし，刺

激しあうことが必要だと思う。

足もとまで近よるウェカ

・次回，第21回Iocは， 1994年にウィーン

で開催される予定です。



思疎漁＇R，離婚殴獄型車 lN・E・W・s
・南極便り（2)

越冬生活での大きな魅力の一つは，長期旅

行です。 31次隊でも 3つの内陸旅行と 5つ

の海氷上旅行隊を送り出しました。コウテイ

ベンギン調査旅行は未踏域を含んでおり，多

少なりとも”探検的な気分”を味あわせてく

れました。先に書いたとおり，偵察旅行では，

ついにコロニーには到達できませんでしたが，

航空綾（ピラタスとセスナ各1機を越冬させ

ています）で空からみたところ，氷山群の中

の，偵察旅行の長終キャンプの酉わずか25km

にコロニーを発見し， 9月中旬本番の旅行に

出発できました。毎日 7 イナス 39（：以下と
冷えましたが，雪上車2台で，スノーモービ

ル2台を積んだそりと俊料ドラムを満載した

そりを牽引し，いくつものクラフクを越えて

250加1を順調に走破した後，スノーモービル

で最終アプローチをおこない，慢く概氷とテ

ープル氷山の簡に群がる， 1万羽以上のコウ

テイの繁稽コロニーに到達することができま

した。低い地吹雪の中，ほとんどの緩鳥が，

ヌイグルミのようなヒナを育児のうに抱えて

おり，コロニーと 30km.ほど蜂れた開氷面と

｜；事務局から｜

f i l e質量1蹟劇殴碩蹴強醜邸、

の往来がひっきりなしにおこなわれていまし

fこ。

旅行中のささやかな楽しみは食事です。 4

人分を1パックとし（旅行は4～5人パーテ

ィ。この旅行もメンバーは4人だった），取

り出して火を通したらすぐ食べられる味気な

いものですが，そずLでも灯油コンロでテント

を暖めて，くだらない話をしながら飲む酒は

楽しいものです。もう 1つ，この旅行中Ii3 

日ほどブリザードに閉じ込められましたが，

晴れた夜には動きの激しいオーロラが全天を

かざってくれたことも，早朝にハロー（幻臼）

が見られたことも楽しい思い出です。

さてコウテイベンギンの極力の 1つは，マ

イナス 40C以下という南極の真冬iこ2ヶ月

の抱卵にオスが耐え抜くことです。それだけ

耐えたあげく，メスの戻るタイミングが遅れ

れば，ふ化したヒナは餓死するはめとなり，

夫婦問の採食旅行のコーディネーションが重

要となるはずです。オーストラリア援が，最

近コウテイの全繁種期にわたる調査をしてい

ますが，どんな結果が出されるのか楽しみで

す。 （錦貫豊）

著作権についての内規

1. 日本鳥学会誌に掲載されたすべての論文・記事等の著作権は，日本鳥学会誌投稿規定に基

づき，日本鳥学会に帰寓する。

2. ただし，著者自身が自分の論文・記事の一都を転載する場合は，本会の許諾を受けなくと

もよ凡著者自身でも全文の複製もしくは転識の形で利用する場合出本会の許諾を必要とする。

3. 著作権利用の許諾は庶務幹事が行なう。

4. 会員名簿ρ利用については別途に定める。
5. 著作権の利馬によって生じた利益は，本会と著者とで折半する。ただし，利益がl件につ

き1,000円未請の場合は，全額を本会が受け取るこ（本会名義の基金に繰り入れる。）

会員名簿の利用についての内規

1. 会員名簿の著作権は，日本鳥学会が所有する。

2. 会員名簿ならびに宛名ラベルの複製，複写，転載等は原則として認めない。

3. 会員名簿の利用は，本会からの名簿の借り出しまたは宛名ラベルの提供iこよる。

4. 会員名簿の利用者は， 1回の利用ごとに所定の会員名簿使用料を本会に支払い，会計幹事

の許可を得るものとする。

5. 会員が研究上の目的で会員名簿を利用する場合は，所要経費の実費を除き，使用料を免除

することができる。（所要経費の実費とは主として宛名ラベルのコストおよび送料を指す。）

6. 会員がまったく怠的な交際の目的で名簿の一部を利用する場合は，本会の許可を受けなく

てもよい。 （以上 1990年 10月 12日）

キ 会員名簿の使用料は，本会の財涯の一都となっています。全員は，本会に無断で，名簿の一

コピーを出版社などに渡さぬよう願いますっ

。。



｜研究室紹介＠｜ 山梨大学生物学教室鳥類研究室

中 村 司

山梨大学は教育学部と工学部の2学部でこじんまりとした大学であるが，教育学部としては

130数名の教授障を援している。生物学教室は教授3人，助教授I人，教務員ら 2人で生物学

の全レパートリーを受け持っている。学生は総合科学課程の学生を合わせ1学年が7人から 9

人程度である。卒論の学生は 1人の教官当り約2人である。学生らはそれぞれの研究室を，研

z究部門から種研，海藻（のり）研，虫研，鳥研などといわば愛称で呼んでいる。私の研究室は

云うまでもなく鳥研で， 30年間鳥の生理生態学的研究を続けている。今年は2人の学生と 1

．人の研究生がついている。学生は小，中，高校の教師を目指しているが，近年教員の需要が少

なくなり，会社，研究所，大学院進学などへの進出が目だってきている。

現在の研究テーマはプラネタリュームでカシラダカやオオジーザンを用いて渡り期の方向性

など，未知の感覚による行動面の解析を行っている。学生たちは教育実習や教員採用試験など

の準備に時間をさかれ，皆で協力して鳥の世話をしている。もう 1つの研究蔀門はl年前から

早稲田大学の石居進教授の指導により，渡りのメカニズムの研究に必要なホルモンの測定をト

リチュウム（ 3H）を用いラジオイムノアタセイ（ RIA）法で行っており，現在烏のふん中の

ーホルモンを測定している。そこへ昨年9月からアメリカのコーネル大学のCarolaHaas 博士

が，日本学術振興会の招きでPostdoctral fel l伺（特別研究員）として向こう 1年の予定で

当研究室にこられた。これは忍がホストリサーチャーとなり，樋口広芳博士を始め，モズを研

究しておられる方々がご援助するということになった次第である。主テー7 はモズの繁殖，越

冬生態に関する土地利用の影響についてであるが，山梨大では生理実験も学びたいとのことで

あるニ鳥学会会員にもなりましたので，鳥を研究する若い方々には，どうぞハース博士と鳥学

の交流を行い，親交を深めて頂えようお願いする次第である。

【連絡先】 住所 干400甲府市武田 3 47 山梨大学教育学部生物学教室

電話 0552-52-1111 （内線3462 3470) FAX 0552-53-9426 

i広告〉 OXFORD UNIVERSITY PRESSより近日発売

The Handbook of Australian, 
New Zealand, and Antarctic Birds 

Vol. 1 : Em us to Ducks 2 Vols 

Royal Australian Ornithological Union 

Edited by Stephen Marchant & Peter Higgins i予価50,150円li 

この度，オックスフォード大，学出版局オーストラリア支店が刊行を始めた本シリーズは．

オーストラリア鳥学会が総力を挙げて取リ組んだ大作で，オーストラリア・ニュージーラ

ンド・南極地域から，記録のある現生種をすべて記鼓しているe 全5巻が予定され．この

第 l巻（2分冊， l,400頁）では．ダチョウ固からカモ目までを取り銀うロ本文のレイアウ

トは．既にお動I［染みのHandbookof the Birds of Euro問に準じており，情報量は極めて豊富

だが，読み易い榛に工夫されている。原色図版は第 l巻 f三けて旬牧に及び，この地域の鳥

類について．既刊のどの本よリも詳しいc オーストラリア・ニュージーランドには，キ一一

ウィやコトド ＇）の様な世界的に著名な鳥が分布している＝一方，日本と共通の渡り鳥も多

い2 我が国の篤学者・愛鳥家・図書館などにとって，本書が非常に価値が高くかっ有用な

文献である二とは．疑いないc （国立科学博物館・森岡弘之）

27 x 22an/ I , 400 ベージ／原色図版； 96牧

さオックスフォード大学出版局KK干 Iぷ!!:::ii~IIJ 2 4 -8 
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津戸・伊藤基金のお知らせ

第 4回津戸基金シンポジウムの公募

1991年度の津戸基金によるシンポジウムを公募します。下記の事項を記載の上，基金

運営委員会までお知らせ下さい。応募多数の場合は運営委員会で選考致します3 なお補助

金Ct3万円以内です。

1）シンポジウムのテー7 2）開催地と会場名

4）＿講演者の氏名と演題（これは暫定的でもよい）

第2回国際鳥学セミナーについて

3）責任者名

5）縄催日時

百本烏学会は伊藤基金の利子で外国人講師を招待してのセミナーを4年iこ1回開催する

ことになっています。第 1回は基金からではなく，一般会計でまかないましたが， 1988 

年 10月にアメリカのオクラホ7 大学のD.Mock博士を招いて，鳥類行動生態学に嬰する

実りの多い集会を催しました（詳しくは，鳥学ニュースAo:30参照）。早いもので，あれ

から 3年が過ぎ，来年（ 1992年）は第2回目が開催される年となりました。このセミナ

ーを更に有意義なものにするために，会員諸氏からの，次回セミナーに対する勧希望・御

意見等をつのります。お寄せ頂いたそれ等は基金運営委員会で検討した上で，最終的には

4 }Jの評議委員会で議せられる予定です。御意見・書記希望がありましたら， 5月20日まで

に下記までお知らせください。

以上2件の送付先：〒558大阪市住吉区杉本3-3ー138大阪市立大学理学部動物

社会学研究室気付 日本烏学会基金運営委員会幹事山岸哲

評議員選挙結果のお知らせ

1991～92年度の評議員選挙は， 12月26日に開票した結果，下記の 15名が当選した。

なお投票総数は187票（有効票 183，無効票 4）次点は中村司 50票であった。｛）内は得票数。

長谷川博（119〕 樋口広芳（114) 唐沢孝一（96) 中村登流（92Y 森岡忠之（85〕

上回恵介（79) 藤巻裕蔵（79) 山岸 哲 (79）黒田長久（77) 福田道雄(76) 中村浩宏、

(69) 阿部学（67) }II内博（56) 杭択亮三（56) 竹下信雄（51)＜敬称略＞（慣務幹事〉

【ニュース編集委員決定】 金沢大会Cフリートーキングの中で話題になりました「ニュース
編集委員」は，次の3名の方があ、引き受け下さいました。 大堀聡・花輪伸一・成末雅恵各氏

【第22図面際行動掌会議の案内】 同会議は本会も後援団体になっています。参加費は3万

円，学生 1万5千円。論文発表は2月28日で締切っています。問合せ先は前号を参照下さい＝

【論文をご投稿下さレ】 次号発刊のために，あと 2編の議文が必要です。至急お顛いします。

〒072北海道美唄市字美唄 1610 I専修大学北海道短大 正富宏之宛

【予告1・本会と日本比較内分泌学会合同シンポジウム 日時； 1991年5月25日（土）
13～17時場所：東京医科歯科大学（東京・お茶の水〉・本会91年度大会 日時： 1991

年9月14・15日（土・日） 場所：立教大学（東京・池袋）
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